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免責事項

本資料の作成は、正確性を期すために慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではありません。

本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。本資料中の業績見通しならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が

判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、事業環境の変化等の様々な要因に より、実際の業績は記述されている将来見通しとは異なる結果となることがあることをご承知おきください。
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1. 2019年3月期 第2四半期決算概要



4

事業セグメントの変更について

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期

周辺
機器
事業

メモリ

フラッシュメモリ

ストレージ

NAS

ネットワーク

サプライ・アクセサリ

その他

サービス事業

金融事業

食品事業金融事業

IT関連事業

金融事業
※変更前セグメントの「サービス事業」は、「周辺機器

事業」 に含まれます

※変更前セグメントの「周辺機器事業」は、「IT関連

事業」 に名称変更しました（含まれる事業内容

に変更はございません）

周辺機器事業
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第2四半期連結売上高
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550億円
前期比 55.6％増
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事業セグメント別第2四半期連結売上高

346 330

208

8

11

1803期

2Q

1903期

2Q

353

550
（億円）

IT関連事業

前期比 4.5％減
周辺機器市場の縮小及び販売価格の適正化

食品事業

4/1よりフル連結
猛暑などが寄与した冷し関係商品が牽引

金融事業

前期比 49.4％増
良好な市場を背景に堅調に推移

38％

2％

60％構成比：
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第2四半期連結営業利益
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前期比 36.4％増
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事業セグメント別第2四半期連結営業利益
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IT関連事業

前期比 25.1％減
売上減少の影響を補えきれず減益

金融事業

前期比 57.0％増
堅調に推移

※その他・消去分を含む

食品事業

4/1よりフル連結
猛暑などが寄与した冷し関係商品が牽引

40％

42％構成比：

18％
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第2四半期連結営業利益分析
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一株当たり四半期純利益
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株主還元推移
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※総還元性向＝(自己株式取得金額＋配当金)／純利益

中間配当金30円
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四半期連結決算 B/S

単位：百万円 1803期末 1903期 2Q末 差異

流動資産 56,596 66,368 9,771

現金及び預金 4,344 8,053 3,709

受取手形及び売掛金 9,666 14,987 5,321

棚卸資産 8,771 9,228 456

その他の流動資産 33,814 34,099 284

有形・無形固定資産 1,790 16,592 14,802

投資その他の資産合計 7,631 5,496 △2,134

資産合計 66,018 88,457 22,439

流動負債 18,502 24,653 6,150

支払手形及び買掛金等 11,376 12,520 1,144

未払法人税等 374 835 460

その他の流動負債 6,751 11,297 4,545

固定負債 1,018 5,666 4,648

負債合計 19,520 30,320 10,799

純資産合計 46,497 58,137 11,640

負債純資産合計 66,018 88,457 22,439

主に
シマダヤの子会社化
による影響

※1803期末は会計方針の変更により遡及適用後の数字
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設備投資・減価償却費・研究開発費

単位：百万円 1703期 1803期 1903期 2Q累計

設備投資 433 375 2,151

有形 309 328 1,980

無形 124 46 170

減価償却費 641 592 1,328

有形 297 255 1,098

無形 343 336 229

研究開発費 1,750 1,864 1,328
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２. 重点取組み報告



IT関連
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重点取組み報告 ～IT関連事業［ネットワーク分野］

ネットワーク分野

ストレージ分野

IT関連事業



IT関連
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IoT家電の普及による暮らし方の変化に対応したWi-Fi

メッシュネットワーク対応Wi-Fi
価格：47,800円(税抜)

「メッシュネットワーク」
親機と専用中継機同士が互いに通信しあうことで、
網目（メッシュ）状にネットワークを構築する、新しい
Wi-Fiの仕組みです。
利用機器が最も快適に利用できるよう、メッシュ機器
が通信経路を自動で判別し接続するところが、中継機
との最も大きな違いです。



IT関連
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「アパートWi-Fi」実績
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IT関連
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「アパートWi-Fi」に人気設備を合わせて提案

｜賃貸住宅人気設備ランキング

単身者向け物件 ファミリー向け物件

1位 インターネット無料 インターネット無料

2位 エントランスのオートロック エントランスのオートロック

3位 宅配ボックス 追い焚き機能

4位 ウォークインクローゼット 宅配ボックス

5位 防犯カメラ ウォークインクローゼット

出処：「全国賃貸住宅新聞」2017年10月16日号

防犯カメラ 宅配ボックス

18年4月より開始 18年7月より開始



IT関連
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法人向け市場における文教分野注力

文部科学省が2018年4月に

教育のICT化に向けた環境整備5か年計画(2018～2022年度)を発表

●学習用コンピュータ … 3クラスに1クラス分程度整備

●指導用コンピュータ … 授業を担当する教師1人1台

●大型掲示装置・実物投影機 … 100％整備

●高速インターネット及び無線LAN … 100％整備

●統合型校務支援システム … 100％整備

●ICT支援員 … 4校に1人配置

学校数 普通教室数 無線LAN整備率

文部科学省調査結果
(2018年3月1日現在)

33,638 462,995 34.5％



IT関連
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集中力を切らさない！安定通信で授業を支えるWi-Fi

1人1台タブレット環境での授業に向けて

同時再生安定通信



IT関連
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文教向けWi-Fiの導入事例

静岡県立掛川西高等学校 様

教育ツールをフル活用。課外活動にて生徒
の主体性を育てることにも貢献

聖望学園中学校高等学校 様

タブレットを使ったオンライン個別英会話
サービスのレッスンを多人数が同時受講



IT関連
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重点取組み報告 ～IT関連事業［ストレージ分野］

ネットワーク分野

ストレージ分野

IT関連事業



IT関連
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“大切なデータをなくさない” 商品・サービスを拡充

(A)ご利用のパソコンが診断し異常を通知 (B)HDD自らが診断し異常を通知

パソコン利用 テレビ録画利用

HDDが完全に壊れる前に申込み

※2019年1月サービス開始予定(有償)

自ら引越しHDDが完全に壊れた場合

New

New



IT関連

24

データ復旧サービス実績
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食品
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重点取組み報告 ～食品事業

食品事業



食品
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会社概要

商号 シマダヤ株式会社

所在地 東京都渋谷区恵比寿

創業(設立) 1931年7月(1949年3月) ※創業87年の老舗メーカー

代表者 代表取締役社長 木下 紀夫

資本金 10億円

従業員 319名

事業内容 麺類及び関連食料品の製造及び販売

経営コンセプト おいしい笑顔をお届けします



食品
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簡便商品の代表格「流水麺」の拡販の注力

さっと水でほぐすだけで茹でずに食べられる「流水麺」が発売30周年を迎えたこと
受け、テレビCMやキャンペーンを実施し拡販

簡便商品



食品
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顧客ニーズを捉えた商品の量的拡大を図る

健康麺

塩分や糖質を気にしている方にも安心して
麺類を楽しんでいただける商品の販売強化

業務用冷凍麺

外食・中食産業の人手不足の深刻化による
省人化ニーズへ対応した商品の量的拡大

⇒消費者の「簡便」「健康」志向の高まりや、外食・中食産業の人手不足等の
環境変化に対応した商品、また顕在化する「本格」「経済性」ニーズを取り
入れた商品で顧客満足度の更なる向上を目指す
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（ご参考）メルコグループの紹介
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資本政策の基本的な方針

① 総還元性向80％以上を目標とする
※2017年３月期～2021年３月期までの５期

② 長期的な一株当たり利益の成長を目指す

※2016年２月12日 当社リリースより

成長への投資と安定した株主還元を両立し、持続的な株主価値の向上に努めていきます。
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中長期的な経営方針

外的環境の変化に耐えうる、強固な事業
ポートフォリオの構築を目指す

⇒長期的な視点で企業活動を行なっていく

・ IT関連事業の収益力強化

・ 高付加価値商品・サービスの販売拡大

・ 食品事業の売上/収益の安定化

・ 継続的なロスコストの削減

・ 事業拡大のためのM&A など
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デジタル家電・パソコン周辺機器メーカー
及びデータ復旧サービス

IT製品の総合サプライヤー

純粋持株会社

アパートWi-Fiなど自社サービスを展開

食品事業IT関連事業 金融事業

データ復旧/消去/変換サービスなど

ストレージ関連製品の開発・製造・販売

麺類及び関連食料品の製造及び販売 グループにおける金融事業の統括管理

［海外］Buffalo Americas 他

メルコフィナンシャルホールディングス
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高い店頭シェアを誇り、多くの製品がシェアNo.1

BCNランキング（2018年4月～2018年9月までのデータを元に集計・加工）
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GfK Japan 調べでも高い店頭シェアを誇ります

※１：無線ルータは、『ルータ』より「伝送方式」から「共用」を抽出

※２：NASは、『HDD』より、「LANインタフェイス」から「ワイヤード、ワイヤレス、

他LAN」を抽出

※３： 外付（据置型）HDDは、『HDD』より「外付けタイプ」から「据置」を抽出

※４：ポータブルHDDは、『HDD』より「外付けタイプ」から「ポータブル」を抽出

※５：有線ルータは、『ルータ』より「伝送方式」から「有線」を抽出

全国の有力家電量販店販売実績を集計するGfK Japan調べ（2018年4月～2018年9月までのデータを元に集計） ※メーカー別販売数量シェア
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メルコバリュー

千年企業

私たちは、先人の教えを真摯に学び、活用し、常に未来を見据え、メルコバリューを共有する

全ての人たちとともに、メルコグループの永続的な成長を目指します。

顧客志向

私たちは、常にお客様の視点に立ち、より良い社会生活の実現に資する商品・サービスを提供

し続け、私たちの智恵と努力が社会の発展に寄与することを喜びとします。

変化即動

私たちは、世の中の変化に目をそむけず、誤りに気付いた時は引き返す勇気を持ち、常に自己

研鑽に励み、自己変革を目指して行動します。

一致団結

私たちは、フェアーアンドオープンの精神で、高い志と情熱を共有する人たちと共に、いかなる

困難をも乗り越え、一丸となって目標を達成します。



36

お問合せ先

株式会社メルコホールディングス 社長室

TEL：050-5830-8865 / FAX：050-5830-8867

E-mail：ir@melcoinc.co.jp


